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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 日本大学 大学名 日本大学 

研究プロジェクト名 
超短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く 
新材料・物性・デバイスの探索と創生 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本研究は，我々の理解・制御可能な時間の版図を広げ，新材料・デバイスの創生を図る野

心的なプロジェクトである。 
今日，種々の元素を原子レベルで制御する知見と技術を手に入れ，多種多様な機能性材

料，デバイスを勝ち得ている。その一方，時間領域において物性を良く理解し，その技術的

利用を達成しているのは数 100ps（ピコ秒）オーダーであり，fs（フェムト秒）オーダーという遥

かに短時間で物質への作用を可能足らしめる超短パルス光生成技術の発展した現在にお

いても，この fs 時間領域は依然未踏領域として存在する。この未踏領域の理解・制御を図る

ことは，近年要請が高まる超高速情報処理，新規光機能材料や超微細低エネルギー消費デ

バイス創生の指導原理の一つとして不可欠な知見につながるものと考えられる。この分野横

断型課題である超短時間の光・物質相互作用の検討・理解に基づき，革新的に超高速高密

度なスピン情報記録手法の形成を課題解決型研究目標として掲げ，広範な基礎・応用研究

活動に波及が可能な知見と研究拠点を得る。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本プロジェクト遂行のため，本学部研究所研究開発領域・先端材料科学センターを中心活

動拠点とし，"先端光物質相互作用研究ユニット"を組織するとともに，多角的な研究検討を

要する事から WP 化し連携検討を推進した。超短時間光物質相互作用に関する，1．超高時

分解計測による新奇光磁気作用である全光型磁化反転機構の理解深化，2．新規超短時間

光応答/磁気応答に係る知見，3．新規光応答材料創成による高効率光捕集，4．極微細加工

プロセス構築による光集光素子形成，5．新規光磁気系結合材料の検討，6．多種素過程の

連成からなる過渡応答を可能とする，新規シミュレーション手法の構築，7．理想的量子凝縮

体実験系の構築等，多くの新規知見を含む研究成果及び進展が得られた。 
特に，領域横断型課題として設定した「超高速スピン制御法の原理探求」において，本拠

点に構築した連携環境において，超短パルス光をプラズモンアンテナ利用により集約し，熱

磁気的効果による数十 nm スケールの極微小磁区の記録実験にまで成功している。さらに，

上記原理に基づき，海外共同研究機関とともに，新奇光物質作用である全光型磁化反転現

象の発現を達成した。米国 SLAC 国立加速器研究所での超短パルス X 線共鳴ホログラムを

利用した記録観察実験により，本拠点にて作成・基礎計測検討により形成した試料に対し，

プラズモンアンテナを介し超短パルス光を 500fs 照射するのみで，約 50nm の極微小磁区が

全光型磁化反転現象により記録可能である事を実証している。本検討により，実用化技術へ

向け大きなブレイクスルーが得られたものといえる。 
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平成 25 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名    日本大学            ２ 大学名     日本大学            

 

３ 研究組織名    理工学部理工学研究所                   

 

４ プロジェクト所在地    千葉県船橋市習志野台 7-24-1         

 

５ 研究プロジェクト名    超短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く 

   新材料・物性・デバイスの探索と創生          

 

６ 研究観点      研究拠点を形成する研究                  

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

塚本  新 理工学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   11 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

塚本  新 理工学部・ 

教授 

超短パルス光磁気応答計測と

制御 

超短時間領域光磁性応答評

価・制御法開発 

大月  穣 理工学部・ 

教授 

光励起プロセスを利用する光

機能性分子材料 

超短時間光応答系の応用開

発 

中川 活二 理工学部・ 

教授 

局所表面プラズモン利用アン

テナの形成 

超短パルス光のナノスケール

集光素子の開発 

佐甲 徳栄 理工学部・ 

准教授 

光物質間過渡/定常応答の量

子論的検討 

光物質相互作用の量子力学

的理解 

大貫進一郎 理工学部・ 

教授 

古典/量子混合計算による超短

時間光物質相互作用の検討 

超短時間光物質相互作用の

計算科学的検討理解 

岩田 展幸 理工学部・ 

准教授 

光・電気・磁気相関の高速応

答限界とメカニズム解明 

光・電気・磁気制御による超高

速応答材料の作製 

桑本  剛 

 

量子科学研究所・

准教授（研究所） 
量子凝縮系における新奇量子

渦の形成 

量子凝縮系のダイナミクスの

理解 

羽柴 秀臣 量子科学研究所・

助教 

ナノ構造偏光応答導波路によ

る量子光学素子の開発 

光結合性量子光学素子の検

討開発 

芦澤 好人 理工学部・ 

准教授 

プラズモニック結合磁性材料

の形成 

新規光応答磁性材料の開発 
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石田  浩 文理学部・ 

教授 

人工超格子材料の第一原理

電子構造計算 

第一原理計算による人工超格

子材料の物性予測 

橋本 拓也 文理学部・ 

教授 

ペチーニ法による超高密度タ

ーゲット材料の作製 

パルスレーザー堆積法用 

超高密度原料開発 

（共同研究機関等）    

Theo Rasing 
Radboud 大学 

（オランダ）・教授 

超短パルス光磁気応答計測と

制御 

超短時間領域光磁性応答計

測 

Guus Rijnders 
Twente 大学 

（オランダ）・教授 

光・電気・磁気相関の高速応

答限界とメカニズム解明 

光・電気・磁気制御による超高

速応答材料の作製 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

光・電気・磁気相関の高速

応答限界とメカニズム解明 
理工学部・ 

専任講師 
岩田 展幸 

光・電気・磁気制御による 

超高速応答材料の作製 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理工学部・専任講師 理工学部・准教授 岩田 展幸 
光・電気・磁気制御による 

超高速応答材料の作製 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

量子凝縮系における新奇

量子渦の形成 

量子科学研究所 

・専任講師 
桑本 剛 

量子凝縮系のダイナミクスの

理解 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

量子凝縮系における

新奇量子渦の形成 

量子科学研究所 

・准教授（研究所） 
桑本 剛 

量子凝縮系のダイナミクスの

理解 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

超短パルス光磁気応答

計測と制御 
理工学部・准教授 塚本 新 

超短時間領域光磁性応答 

評価・制御法開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理工学部・准教授 理工学部・教授 塚本 新 
超短時間領域光磁性応答 

評価・制御法開発 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

古典/量子混合計算による超短

時間光物質相互作用の検討 
理工学部・准教授 大貫 進一郎 

超短時間光物質相互作用の

計算科学的検討理解 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理工学部・准教授 理工学部・教授 大貫 進一郎 
超短時間光物質相互作用の

計算科学的検討理解 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

プラズモニック結合磁性材

料の形成 
理工学部・助教 芦澤 好人 新規光応答磁性材料の開発

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 
 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理工学部・助教 理工学部・准教授 芦澤 好人 新規光応答磁性材料の開発

 

上記 5 件はいずれも昇格に伴う職名の変更であり，研究者の本構想計画における役割等実

施に係る影響はない。また，平成 25 年 4 月 1 日より，3 名の研究者が所属する学科が，電子情

報工学科より電子工学科へ変更されたが，所属学科名称の変更によるものであり，本事業計画

実施に係る影響はない。 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本研究は，我々の理解・制御可能な時間の版図を広げ，新材料・デバイスの創生を図る野

心的なプロジェクトである。 
今日，種々の元素を原子レベルで制御する知見と技術を手に入れ，多種多様な機能性材

料，デバイスを勝ち得ている。一方，時間領域において物性を良く理解しその技術的利用を

達成しているのは数 100ps（ピコ秒）オーダーであり，fs（フェムト秒）という遥かに短時間で物

質への作用を可能足らしめる超短パルス光生成技術の発展した現在においても，この fs 時

間領域は依然未踏領域として存在する。この未踏領域の理解・制御を図ることは，近年要請

が高まる超高速情報処理，新規光機能材料や超微細低エネルギー消費デバイス創生の指

導原理の一つとして不可欠な知見につながるものと考えられる。この分野横断型課題である

超短時間の光・物質相互作用の検討・理解に基づき，革新的に超高速高密度なスピン情報

記録手法の形成を課題解決型研究目標として掲げ，有機的に機能する研究体制を形成し，

結果として広範な基礎・応用研究活動に波及可能な知見と研究拠点形成を図るものである。

本プロジェクトは，研究代表者らが世界に先行し実証実験に成功した新奇光物質作用「超

短パルス円偏光応答磁化反転現象」の機構解明・高度利用検討を軸に，専門領域の異な

る，理論，計算機科学，実験研究者による融合研究を展開する。本目標遂行には広範な物

理/化学/光学の基礎的知見に加え，大規模数値計算の検討，超微細構造作成/加工技術，

超短時間/超微量計測技術の有機的集約が不可欠であり，本学「先端材料科学センター」を

物理的中心拠点とし，人材/知見/技術を集約し適切な設備拡充により実現する。 

（２）研究組織 
１．研究組織：役割分担，参加研究者数，連携体制

本プロジェクト遂行のため，本学部研究所研究開発領域・先端材料科学センターを中心活
動拠点とし，"先端光物質相互作用研究ユニット"を組織した。本ユニットでは，研究テーマ「超
短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く新材料・物性・デバイスの探索と創生」に対
し，研究観点からワークパッケージ（WP1～9）を設定し，①9 人の基礎/応用分野を包含する
研究者が各 WP の実施責任者を務めるとともに（「10 研究プロジェクトに参加する主な研究
者」において拠点中心である理工学研究所所属研究者で構成，塚本より順に WP1～9），②
それぞれの研究アプローチの特徴（素材形成，計測，観察，理論，計算機実験，分野等）か
ら，研究実施技術のインストラクターや共通技術検討グループ組織の役割も担い，研究推進
の効率化と WP 間相補的研究連携，知見集約・共有化の促進を図った。また，後述するよう，
新規装置（4 種）・設備（2 種）の導入設置，運用体制形成，基本的保守管理も，対応技術・経
験を有する WP で分担している。研究代表者である塚本は WP1 を担うとともに，連携活動全
体を統括し，本プロジェクト研究に関連した諸行事（定例会議，報告会やシンポジウム開催
等），先端材料科学センターの管理運営（業務責任者，H28 より管理責任者）を行っている。 
２．PD，RA および大学院生の活動状況 

PD は，WP 課題と研究体制からの要請（超高真空，特殊光計測，化学合成，極微細構造
形成）に即し，26 年度 3 名，27 年度 1 名を本学へ招へい・採用した（外国 3 名，学外１名）。
RA は，例年博士後期課程学生を 4 名程度採用し，これまでに 3 名が学位取得，1 名が学術
振興会特別研究員 DC-2 へ採用された。PD，RA は，大学院生に対する日常的研究技術指
導や WP 間での装置技術指導，学生間研究交流等において重要な役割を担っている。 
３．研究チーム間の連携状況 

前述の連携体制の下，WP 間の共同研究成果も毎年増加（累計 145 件）し，また，国内外
共同研究も実施機関数の増加とともに国際共同執筆論文による公表数（平成 27 年度 10 件）
も増加している。600 件以上に上る研究発表の多くの部分に若手研究者及び大学院生が貢
献し，そのうち 28 件が優秀発表等の受賞をされている。本研究活動に従事し，複数教員指導
の下で研鑽を積んだ多くの学生の受賞実績は，分野横断型連携研究拠点形成を意図した本
プロジェクトにおける大きな成果であると考える。また複数 WP 共通技術検討に対し，微弱磁
性計測検討グループ，微細電極構造検討グループ等を形成し知見集約・共有，技術移転に
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より迅速な研究推進を図っている。
４．研究支援体制 

本学研究推進部，理工学部研究事務課を始めとする各事務局担当スタッフを中心に諸手
続き，運用計画策定，施設管理，設備・物品購入，雇用，広報および知財等の研究遂行に係
る全学的な支援が継続的に行われた。 

（３）研究施設・設備等 

中心的活動拠点となる先端材料科学センター（約 1,261m2）の各種電子顕微鏡等既設装

置・設備群との連携運用にも留意し，以下の装置・設備の導入・整備を実施した。「スピン偏

極光電子分光装置」のみ，既存超薄膜作成装置群との効率的連携運用を意図し，物理実験

B 棟（1,672 ㎡）へ設置した。共同利用装置/設置として強い要請があるものである。先端材料

科学センター利用者は平均して日に 20 名程であり，月の延べ人数は 400 名を超える。 
 

＜平成 25 年度設置導入，平成 26 年度運用整備実施装置・設備＞ 
1) 基礎物性計測環境装置整備 

「無冷媒型 SQUID-VSM 磁気特性測定システム」管理責任：WP1 ・・・約 12,000 時間 
本装置は先端材料科学センターにおいて最も利用率が高く，充実した自動計測機構もあ 
り，使用時間は年間約 325 日間（H26，27 実績）に達し，累計約 12,000 時間を超える。  
ヘビー・ユーザーグループ（特に WP1，WP6）において，ユーザー会議を組織し，運用・予
約・管理体制，機器使用上の標準ルールを取り決め，周知・講習等を実施している。 

2) 固体中電子/スピン状態計測評価装置整備 
「スピン偏極光電子分光装置」管理責任：WP6 ・・・約 700 時間（装置自体は常時稼働） 

3) 微細加工形成装置整備 「電子線描画装置」管理責任：WP8 ・・・約 1,200 時間 
4) 超薄膜/微細材料電気特性評価環境装置整備 

「環境可変任意形状微細試料特性評価システム」管理責任：WP8 ・・・約 1,100 時間 
5) 計算科学環境設備整備 「クラスター計算機」管理責任：WP3 ・・・約 9,700 時間 

高速で大規模な複合数値計算環境を整備。H26 年度に各種第一原理的計算環境も整備
＜平成 26 年度設置導入，平成 27 年度運用整備実施設備＞ 
6) 強磁場下光物性研究用設備整備 

「磁気光学実験用無冷媒超伝導マグネットシステム」管理責任：WP1 ・・・約 200 時間  
平成 27 年度に，既存超短パルスレーザー光源とともにポンプ・プローブ計測システムを構
築し，新規「強磁場下超短時間光磁気応答計測システム」として，運用を開始した。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記，１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
各ワークパッケージ（WP）の進捗および代表的な成果は以下の通りである。 
WP1 ：超短パルス光磁気応答計測と制御（担当：塚本新） 

超短時間（～90fs）光照射に続く，過渡的物質応答の超高時分解計測により，超短時間光

物質間相互作用の実験的探求を主課題とし，多環境超短時間光学/磁気的応答システムの

構築とともに大きな進展が得られた。新奇光物質作用である全光型磁化反転現象には A:円
偏光依存型と B:偏光無依存型が存在し，前者は円二色性に伴う光吸収エネルギーの磁化

状態依存性と B 型全光磁化反転現象との協調現象として多くの先行知見を説明可能（＊論

文 37，＊図書 5），B 型現象の発現には，吸収光エネルギーに対する閾値が存在し（＊論文

34），～ps 時間領域における電子系非局所エネルギー散逸特性が大きな要素である（＊論文

4）事を明らかにし，光磁気効果による制御指針を示した。＜特に優れた研究成果＞に示すよ

う，プラズモンアンテナを介し超短パルス光を照射により極微小磁区が形成可能（＊論文 21）

（WP3，4，5，8，9 連携），全光型磁化反転現象による記録も可能である事を実証（＊論文

17）している。さらに海外連携研究の下，多くの超短時間過渡応答/磁気物性に関し，新規知

見が明らかとなった（＊論文 16，18，23，63）。 
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WP2 ：光励起プロセスを利用する光機能性分子材料（担当：大月 穣） 
光物質ナノ領域エネルギー変換・伝達（光捕集機構）につき「分子」に焦点を当て研究推進

し，合成クロロフィルの集合体について，光励起高速過程を解析し，天然の光合成に見られ

る光捕集アンテナ／反応中心複合体としての機能があることを示した（＊論文14）。電子受容

体導入と定常光/高時間分解測定結果の解析により，集合体における励起エネルギー移動

の時定数は極めて短い 3.8ps と見積もられ，光励起状態が生成されたのち効率 100%でエネ

ルギー移動と電荷分離が起こる極めて効率の良い系である事が明らかとなり，これは高効率

光物質間相互作用検討のみならず人工光合成研究に関し重要かつ具体的な知見である。 
WP3 ：局所表面プラズモン利用アンテナの形成（担当：中川活二） 

光と結合した局所表面プラズモン形成制御による光のナノメートルオーダーへの集光法に

つき素子形成を含み検討を進めている。近接場光増強効果のシミュレーション解析に基づく

設計（＊論文 21，31，＊図書 6）を実施（WP4，5，9 連携）し，正方形状プラズモンアンテナを

電子線リソグラフィを用い作製した（WP8 連携）。磁性膜上へ形成した前述のアンテナを用い

たフェムト秒レーザーの照射実験（WP1 連携）により 60nm 前後の磁区が記録でき，プラズモ

ンアンテナによる電界増強効果とエネルギー局所化が達成できることを実証した（＊論文

21）。 
WP4 ：光物質間過渡 /定常応答の量子論的検討（担当：佐甲徳栄） 

超短時間光物質間相互作用の量子論的理解・扱い手法確立を目的とし，量子効果が顕著

に現れるナノ構造体の電子物性に注目し，超短パルスレーザー光の照射により誘起される

過渡的な電気伝導につき検討している。新たに構築した時間依存電子波束シミュレーション

（＊論文 32，57，WP5 連携）を用い擬 1 次元ナノ構造体に誘起される過渡電流をモデル化す

る手法を提案・計算実験を実施，多くの研究報告で示される定常状態解析に基づく電流電圧

関係とは異なる振る舞いを生じた（＊学会 12）。本現象が，電子波束振動と，準束縛状態に

おける共鳴散乱状態の寿命，二つの“時間に関わる”要因の干渉により事が明らかとなった。

WP5 ：古典 /量子混合計算による超短時間光物質相互作用の検討（担当：大貫進一郎） 
多種素過程の連成からなる過渡応答を特徴とする超短時間光物質相互作用の取扱いを

可能とする新規古典・量子混合解析（Maxwell-Schrödinger 方程式混合数値解析）/複合物理シ

ミュレーション手法を構築し，高効率に量子/電子状態制御が可能な光パルス設計の手法を

開発(＊論文 32，57，＊図書 6，WP5 連携)。さらに，プラズモンアンテナおよび超短光パルス

(多種形状，偏光)の相関検討から作用形態に関する学理的知見(＊論文 6，31)に加え，応用

観点ではアンテナ加工精度に留意した局所形成光状態の制御方法にまで進展している。 
WP6 ：光・電気・磁気相関の高速応答限界とメカニズム解明（担当：岩田展幸） 

超高速で光と強い相互作用可能な新規材料系創出を図り，高速な光誘電特性および電気

磁気効果の連携による実現を目標に検討を進めている。強誘電性および強磁性をともに満

たすとの要請から，絶縁酸化物磁性体が候補となるが，両特性を室温以上で示す酸化物は

殆ど報告が無く，原子レベルで設計した特殊な材料設計と作製手法が要求された。具体的に

は，強誘電性が期待される反強磁性材料群（LaFeO3，BiFe1-xMnxO3），これら材料と強磁性

的結合および結晶学的整合性が期待される材料群（CaFeOx，CaMnO3，LaMnO3）からなる超

格子構造を，パルスレーザー堆積(PLD)法を用い，原子レベルで良く制御され急峻なヘテロ

界面を有する超格子構造を作製した。いずれも室温以上（350K）で有限の磁化値を示す磁性

構造が形成可能である事を示した（＊論文 78，79）。精密成長制御技術を活用し，さらに強い

強磁性秩序を有するヘテロ構造形成（r 面配向 Cr2O3/強磁性薄膜）の提案および形成（＊論

文 84），第一原理的磁性検討（＊学会 108），スピン偏極光電子分光を開始している。 
WP7 ：量子凝縮系における新奇量子渦の形成（担当：桑本 剛） 

本プロジェクトの背景となる学理的テーマとして量子論的性質が顕在化する粒子集団の静
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的/動的振る舞いの探求が挙げられる。量子理論と実験系を結ぶ本検討では，一般に“物質

内”では形成困難な理想的量子凝縮体のダイナミクス探求の舞台として，ボース・アインシュ

タイン凝縮体（BEC）を形成し，量子渦をプローブとした検討を行う。ベリー位相制御に相当す

る位相幾何学的方法により，希薄原子気体 Rb87BEC 凝縮体において渦度 4 の量子渦形成

に成功，崩壊ダイナミクスの時分解観測を通じ，凝縮体密度により維持・崩壊制御に成功し

ている。このように，量子理論に基づく崩壊予測の，実験検証に成功している。（＊論文 8）。 
WP8 ：ナノ構造偏光応答導波路による量子光学素子の開発（担当：羽柴秀臣） 

光子，プラズモン等準粒子間の結合強度，散逸特性の理解制御により，実効的光物質間

相互作用，微視的エネルギー捕集・伝達制御を図り，積極的にナノスケールの人工的導波路

構造，光学応答機能素子の設計・形成手法の検討を進めている。早い段階から人為的光学

応答特性を有する微細構造形成プロセスを構築している。短波長光応答特性を有する TiO2

を，微細加工による可視光応答二次元フォトニック結晶の形成プロセスを検討し，耐熱性の

高い FTO 透明基板上へ RF スパッタ製膜法により作成，報告している（＊論文 75）。また，プ

ラズモンアンテナ形成プロセス（論文＊21，WP3 と連携），複数の金属ストライプを用いた光

分岐デバイスの設計（＊論文 82，WP４と連携）等とともに，エレクトロニクス－プラズモニクス

融合回路を探求している。 
WP9 ：プラズモニック結合磁性材料の形成（担当：芦澤好人） 

超高速で応答可能な，光と微小領域磁気状態間での高効率な相互作用形成を目的とし，

表面プラズモン利用検討と，大きな磁気状態依存プラズモン特性を有する材料（プラズモニッ

ク結合磁性材料）の開発を進めている。プラズモン励起効率の高い相（Ag）と，誘電特性の磁

化状態依存性が大きな相（Co）を組み合わせた金属単層薄膜構造を設計・製膜，全反射減

衰法を用いた評価により反射率変化率 ΔR～29%を達成している（＊論文 52）。さらに，磁気

応答を担う金属層での損失低減を図り，プラズモン誘起層（Au）および透光性非金属系磁性

体（NiFe2O4）からなる磁性二層構造を提案，磁場応答反射率変化（ΔR～39%）を確認し，本

指針による材料選択の有用性が示されている（＊論文 5）。 
＜特に優れた研究成果＞ 

上記進捗状況で記載した成果は本プロジェクトが目指す，超短時間光物質相互作用の新

規学理構築，応用技術形成原理として必須のものであり，多くの新規知見を含む研究成果が

得られた。特に，領域横断型課題「超高速スピン制御法の原理探求」が多角的な研究検討を

要する事から WP 化し連携検討を推進したが，WP1，3，4，5，8，9 の連携により，本拠点に構

築した連携環境において，超短パルス光をプラズモンアンテナ利用により集約し，熱磁気的

効果による数十 nm スケールの極微小磁区の記録実験にまで成功している（＊論文 21）。 
さらに，上記原理に基づき，新奇光物質作用である全光型磁化反転現象の発現を達成し

た。海外共同研究機関とともに，米国 SLAC 国立加速器研究所での超短パルス X 線共鳴ホ

ログラムを利用した記録観察実験により，本拠点にて作成・基礎計測検討により形成した試

料に対し，プラズモンアンテナを介し超短パルス光を 500fs 照射するのみで，約 50nm の極微

小磁区が全光型磁化反転現象により記録可能である事を実証している（＊論文 17）。本検討

により，実用化技術へ向け大きなブレイクスルーが得られたものといえる。 
＜問題点とその克服方法＞ 

現時点で研究推進には相補的研究連携，複数教員指導の成果が大いに現れているが，

新規知見の体系化および実用化技術検討に向け，さらなる専門的・技術的観点の必要性も

顕在化している。本拠点の連携体制を活用し，国内外研究連携を進める事で推進を図る。 
＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

WP1，3，4，9 の連携により，本プロジェクト課題である光を利用した超高速超高密度記録

に関する以下の特許を既に取得しており，実用化の際には基本特許となり得る。 
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特許番号：特許第 5812380 号，発明の名称「情報記録ヘッド，情報記録装置，情報記録方法

及び光デバイス」，発明者：中川活二，芦澤好人，大貫進一郎，伊藤彰義，塚本新，登録日：

平成 27 年 10 月 2 日 
 
＜今後の研究方針＞ 

応用/実用化に向けた重点課題として，1．分子系光捕集機構（WP1，2 連携）およびプラズ

モニック結合（WP1，9 連携）による光作用の高効率化検討，2．局在円偏光生成素子形成検

討（WP1，3，5，8 連携），3．電気磁気結合材料による新規超高速光磁気作用の検討（WP1，

6 連携），4．光誘起超高速ナノ構造電流誘起素子検討（WP1，4，8 連携），5．量子凝縮体形

態および量子状態制御検討（WP7），6．デバイス応用観点として小型超短パルス光源による

超高速磁気記録システムの構築（WP1，新規連携）が挙げられ強力に推進するとともに，新

規知見の光エネルギー変換や高効率高速エネルギー伝送への発展検討についても進める。

＜今後期待される研究成果＞ 
＜今後の研究方針＞に挙げた具体的検討課題に対応した，物理/化学/光学/電子情報工

学分野における近年の領域横断型重要課題の一つである超短時間光・物質相互作用の理

解とそれに基づく新規超高速高密度なスピン情報記録手法に係る基礎・技術的知見が得ら

れるものと期待される。さらに，固体内電子と電磁場のダイナミクスが露わに結合し，また，極

短時間物質内に誘起される非平衡/非断熱的過程等に関する体系的知見は，上記の広い研

究分野において重要かつ，近年要請が高まる超高速情報処理，新規光機能材料や超微細

低エネルギー消費デバイス創生に向け不可欠な知見に繋がるものと期待される。 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

知見共有・研究推進会議として「若手勉強会」および進捗・連携提案検討会をプロジェクト

開始次年度より始め，ほぼ毎月 1 回のペースで累計 23 回開催している。その際，プロジェク

トの基本計画と照らし，各 WP の進捗および進捗に伴う計画の再評価を相互に実施し，連携

形態，費用用途・分配につき具体提案を基に検討を行ってきた。また，年度毎に研究成果報

告書として印刷冊子（約 170 ページ）に取り纏め，学内外へ配布を実施（平成 26 年度，27 年

度）した。これにより，年度単位での自己評価および外部評価の指針として用いている。 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 26 年度より，各年度における研究成果を，公開シンポジウムの形式にて発表してい

る。その際，大学，研究所，企業等外部機関の方を招待し，研究体制，進捗等につき，外部

評価を頂いている。平成 27 年度外部評価により，研究業績や実施体制に対する肯定的評価

とともに，今後の展開として国際化の進展を期待され，国際シンポジウム等を通じた国際交

流の活性化を提案頂いた。既に本年 11 月に本学部駿河台キャンパスにおいて超短時間光

物質相互作用国際ワークショップ（仮題）を開催する企画を進めている。 
また，「Nature Index 2016 Japan」レポートより，2015 年 1～12 月における日本大学全体で

の Article Count（AC）値 24，Weighted Fractional Count（WFC）値 3.08 に対し，本プロジェクト

は，AC 値 12.5%，WFC 値約 12.6%を占め，“Physical Sciences”に限ると，AC 値 20%，WFC 
値約 41.9%の寄与である。また，日本大学全体での Top articles by Almetric score での 1 位と

3 位，Top 10 collaborators by WFC における海外連携１位と２位が本プロジェクトによる国際

共同研究成果である。 
１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 
（１）超短時間光物質相互作用（２）フェムト秒パルスレーザー（３）プラズモン   
（４）光物質間相互作用   （５）全光型磁化反転     （６）近接場光     
（７）古典 /量子混合計算  （８）超短時間応答        
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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331. 篠崎喜脩，大月穣，“中心に亜鉛クロロフィル四量体を有するデンドリマーの構築”，日本化学会第
94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

332. 関口紘樹，須川晃資，大月穣，“水の酸化のためのペリレン誘導体／cobalt phosphate 複合体の作成と
評価ドリマーの構築”，日本化学会第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

333. 新田海馬，大月穣，“ビピリジン部位をもつ光増感剤ナフタルイミドの自己集合型超分子錯体の光化
学特性”，日本化学会第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

334. 持田智朗，大月穣，須川晃資，茶圓茂，東條正，“ガラス基板上に固定されたペリレンジカルボン酸
誘導体の単一分子レベル挙動評価”，日本化学会第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大
学． 

335. 関根達貴，須川晃資，大月穣，“銅オキシム錯体による水からの電気化学的水素発生”，日本化学会
第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

336. 藤本侑介，須川晃資，大月穣，“オリゴエチレングリコール鎖を置換基にもつポルフィリン誘導体の
光物理特性と凝集特性”，日本化学会第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

337. 山下航平，須川晃資，大月穣，“ジアセチルピリジンオキシム配位子を用いた金属錯体の合成および
物理化学特性”，日本化学会第 94 回春季年会，2014 年 3 月 27–30 日，名古屋大学． 

338. 蔡永福, 池田壮志, 中川活二, 菊池宏, 清水直樹, 石橋隆幸,“V 溝構造を組み合わせたアパーチャー
アンテナ構造によるナノ円偏光の増強効果”, マグネティックス研究会, MAG-14-193, 2014 年 12 月
12 日, 日本大学船橋キャンパス． 

339. 芦澤好人, 成嶌和樹, 立川徹, 中川活二,“磁気応答性プラズモニック材料”, マグネティックス研究
会, MAG-14-189, 2014 年 12 月 12 日, 日本大学船橋キャンパス． 

340. 大貫進一郎, 立澤圭輔, 髙野祐太, 芦澤好人, 中川活二,“高密度光直接記録用アンテナの性能評価 –
偏光度分布と記録安定性–”, マグネティックス研究会, MAG-14-188, 2014 年 12 月 12 日, 日本大学船
橋キャンパス． 

341. 竹内嵩, 大貫進一郎, 佐甲徳栄, 芦澤好人, 中川活二, “Maxwell-Schrödinger 方程式に基づく新規光
制御パルス設計法の検証”, 第 43 回電磁界理論シンポジウム, EMT-14-164, 2014 年 11 月 21 日, 草津
温泉 中沢ヴィレッジ. 

342. 大貫進一郎, 髙野祐太, 立澤圭輔, 芦澤好人, 中川活二, “高密度光直接記録用アンテナの加工精度に
対する性能評価”, 第 43 回電磁界理論シンポジウム, EMT-14-166, 2014 年 11 月 21 日, 草津温泉 中沢
ヴィレッジ.  

343. 蔡 永福, 中川活二, 菊池宏, 清水直樹, 石橋隆幸, “V 型溝を組み合わせた金アパーチャーに増幅さ
れたナノサイズ円偏光の生成”, 電子部品・材料研究会  (CPM)，信学技報 , vol. 114, no. 237, 
CPM2014-99, pp. 33-36, 2014 年 10 月 8 日, 機械振興会館. 

344. 髙野祐太, 立澤圭輔, 大貫進一郎, 芦澤好人, 中川活二, “超高速磁気記録に向けたプラズモニックア
ンテナの設計 ―アンテナ寸法に対する記録安定性の基礎検討―”, 電子情報通信学会 2014年ソサイ
エティ大会, C-1-4, 2014 年 9 月 23 日, 徳島大学常三島キャンパス.  

345. 竹内嵩, 大貫進一郎, 佐甲徳栄, 芦澤好人, 中川活二, 田中雅宏, “Maxwell-Schrödinger 方程式混合数
値解析による電子状態制御シミュレーション —単一電子の放射界と制御精度—“, 電子情報通信
学会 2014 年ソサイエティ大会, C-1-2, 2014 年 9 月 23 日, 徳島大学 常三島キャンパス.  

346. 林慶彦，田村京介，芦澤好人，大貫進一郎，中川活二, “金属薄膜端部における表面プラズモンの伝
搬解析およびプラズモニック導波路への応用”, 第 38 回日本磁気学会学術講演会, 3aA-6, 2014 年 9
月 3 日, 慶應義塾大学 日吉キャンパス.  

347. 成嶌和樹, 芦澤好人, K. Brachwitz, H. Hochmuth, M. Lorenz, M. Grundmann, 中川活二, “Au / Zn フェラ
イト薄膜における表面プラズモンの磁気応答性”, 第 38 回日本磁気学会学術講演会, 2pC-6, 2014 年 9
月 2 日, 慶應義塾大学 日吉キャンパス 

348. 竹内嵩, 大貫進一郎, 佐甲徳栄, 芦澤好人, 中川活二, 田中雅宏, “Maxwell-Schrödinger 方程式混合数
値解析による電子状態制御シミュレーション ―新しい光制御パルス設計法の提案―”, 電磁界理論
研究会, EMT-14-070, 2014 年 5 月 24 日, 首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス 

349. 竹内嵩, 大貫進一郎, 佐甲徳栄, 芦澤好人, 中川活二, 田中雅宏, “マルチフィジックスシミュレーシ
ョンによる光と電子の相互作用の高精度解析 ―レーザ場中の薄膜と細管に対する検討―”, 2014 年
電子情報通信学会総合大会, CS-2-4, 2014 年 3 月 19 日, 新潟大学 

350. 立川徹, 芦澤好人, 中川活二, “非固溶 Ag75Co25 薄膜における表面プラズモンの励起と磁気応答性の
増大”, マグネティックス研究会, MAG-14-4, 2014 年 3 月 7 日, 名古屋大学． 
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351. 芦澤好人，立川徹，成嶌和樹，中川活二, “表面プラズモンを用いた磁気センサ用材料”, 第 11 回プ
ラズモニクスシンポジウム，9:20-9:40，平成 26 年 1 月 25 日，広島大学東広島キャンパス. 

352. 佐甲徳栄, “一次元ナノ構造体の光誘起電気伝導”, 第8回 分子科学討論, 2014年9月21日～24日, 広
島大学東広島キャンパス, 広島. 

353. 大貫進一郎, 影山雄一, 関口洋平, 竹内嵩, 井上修一郎,   “複数のプラズモニック導波路によるエ
ネルギー伝送効率の基礎検討”,    信学技報, 2014 年 5 月 30 日, EST2014-2, 7-10, 日本大学理工学部 
駿河台キャンパス． 

354. 長澤和也, 奥田太郎, 竹内嵩, 大貫進一郎, “微小銀円中列における局在表面プラズモンの伝搬特性
解析”, 電子情報通信学会光エレクトロニクス研究会(OPE) 2014 年 4 月期研究会講演予稿集, 2014 年
4 月 24-25 日, P2-01, 17, リゾーピア熱海． 

355. 影山雄一, 関口洋平, 竹内嵩, 大貫進一郎, 井上修一郎, “プラズモニック導波路の電磁界解析 ―複
数のプラズモニック導波路を用いた場合―”, 電子情報通信学会光エレクトロニクス研究会(OPE) 
2014 年 4 月期研究会講演予稿集, 2014 年 4 月 24-25 日, P3-01, 32, リゾーピア熱海． 

356. 影山雄一, 関口洋平, 竹内嵩, 大貫進一郎, 井上修一郎, “プラズモニック導波路によるエネルギー分
岐の基礎検討”, 2014 年電子情報通信学会ソサイエティ大会, 2014 年 9 月 23-26 日, C-15-11, 徳島大
学． 

357. 長澤和也,竹内 嵩,大貫進一郎， “微小金円柱列の電磁界解析 ?局在表面プラズモンの励振方向を変
化させた場合”, 2014 年電子情報通信学会ソサイエティ大会, 2014 年 9 月 23-26 日, C-1-19, 徳島大学．

358. Yusaku Tsuda, Takumi Sagara, Koji Ishii, Kenichi Yamanaka,KeisukeYoshida, Nobuyuki Iwata, Hirofumi 
Yajima,  Hiroshi Yamamoto, “単層カーボンナノチューブのカイラリティ制御および電気特性”, The 
46th Fullerenes-Nanotubes-Graphene General Symposium, 20140303-05, 東京大学 伊藤国際学術研究
センター 伊藤謝恩ホール 

359. 渡部 雄太, 及川貴大, 稲葉隆哲, 大島佳祐, 高瀬浩一, Mark Huijben, Guus Rijnders, 橋本拓也, 岩田 
展幸, 山本 寛, “SrTiO3(100)基板上における[ABO3/ BiFe1-xMnxO3]人工超格子(A=La, Ca, B=Fe, Mn)の
結晶構造および電気的磁気的特性”, 第61回応用物理学会春季学術講演会, 20140317-20, 青山学院大
学相模原キャンパス 

360. 林佑太郎, 黒田卓司, 中村拓未, 隅田貴士, 岩田展幸, 山本寛, “YAlO3 単結晶基板の表面処理条
件の探索と Cr2O3薄膜の結晶成長”, 第 61 回応用物理学会春季学術講演会, 20140317-20, 青山学院大
学相模原キャンパス 

361. 中村 拓未，黒田 卓司，林 佑太郎，隅田貴士，岩田 展幸，山本 寛, “LiNbO3基板上における Cr2O3

薄膜の結晶成長および構造解析”, 第61回応用物理学会春季学術講演会, 20140317-20, 青山学院大学
相模原キャンパス 

362. 稲葉 隆哲，渡部 雄太，大島 佳祐，及川 貴大，橋本 拓也，岩田 展幸，山本 寛, “パルスレーザ堆
積法による SrTiO3(100)および(110)基板上 BiMO3(M=Fe,Fe1-xMnx)薄膜の作製と評価”, 第 61 回応用物
理学会春季学術講演会, 20140317-20, 青山学院大学相模原キャンパス 

363. 大島 佳祐，渡部 雄太，及川 貴大，稲葉 隆哲，橋本 拓也，岩田 展幸，山本 寛, “パルスレーザー
堆積法による超高密度ターゲットを用いた ABO3(A=Ca,Sr,La B=Mn,Fe)単相薄膜の作製と結晶構
造解析”, 第 61 回応用物理学会春季学術講演会, 20140317-20, 青山学院大学相模原キャンパス 

364. 今井 健太郎，松木 国治，佐藤 祥吾，岩田 展幸，山本 寛, “Synthesis and Characterization of Metal 
Intercalated bilayers Graphene”, 第 46 回フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム, 
20140303-05, 東京大学 伊藤国際学術研究センター 伊藤謝恩ホール 

365. Tomoko Nagata, Hiroshi Yamamoto and Nobuyuki Iwata, "Film Growth of Electronic Ferroelectric, 
YbFe2O4", 第 24 回日本 MRS 年次大会, 20141210-12, 横浜市開港記念会館 1 号室 

366. Y. Tsuda, K. Yoshida, D. kawaguchi, T. Nagata, N. Iwata, and H. Yamamoto, "Diameter Control of 
Single-Walled Carbon Nanotubes for investigation of the effect of Free Electron Laser", 第 24 回日本 MRS
年次大会, 20141210-12 , 横浜情報文化センター, 横浜市, 神奈川県" 

367. 中村拓未 , 林佑太郎 , 隅田貴士 , 橋本浩佑 , 永田知子 , 山本寛 , 岩田展幸 , "Crystal Growth and 
Magnetic Property of Cr2O3 Thin Films on LiNbO3 Substrates", 第 24 回日本 MRS 年次大会 , 
20141210-12 ,  横浜情報文化センター, 横浜市, 神奈川県 

368. T. Oikawa, Y. Watabe, K. Oshima, T. Inaba, Huaping Song, T. Nagata, H. Yamamoto, and N. Iwata , 
"First-Principles and Experimental Studies of the Crystal Structure, Electric and Magnetic Properties in the 
[(LaFeO3)n/(CaFeO3)m] Superlattices", 第 24 回日本 MRS 年次大会, 20141210-12,  横浜情報文化センタ
ー, 横浜市, 神奈川県 
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369. 津田悠作, 吉田圭佑, 川口大貴, 永田知子, 岩田展幸, 山本寛, "自由電子レーザーを照射して成長さ
せた単層カーボンナノチューブの構造および電気特性", 電子情報通信学会 研究会 LQE・ED・
CPM 共催研究会, 20141127-28, 大阪大学 吹田キャンパス 理工学図書館ホール  

370. 及川貴大 , 渡部雄太 , 大島佳祐 , 稲葉隆哲，宋華平，永田知子，山本寛，岩田展幸 , 
"[(CaFeO3)m/(LaFeO3)n]超格子の電子/スピン状態に関する第一原理計算結果およびパルスレーザー
堆積法で作製した超格子で得た実験結果との比較 ", 電子情報通信学会 研究会 LQE・ED・CPM
共催研究会, 20141127-28, 大阪大学 吹田キャンパス 理工学図書館ホール  

371. 中村拓未, 林佑太郎, 隅田貴士, 橋本浩佑, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "LiNbO3 基板上における
Cr2O3 薄膜の結晶成長および磁気特性", 電子情報通信学会 研究会 LQE・ED・CPM 共催研究会, 
20141127-28, 大阪大学 吹田キャンパス 理工学図書館ホール  

372. 川口大貴, 津田悠作, 吉田圭佑, 永田知子, 岩田展幸, 山本寛, "光照射可能なホットウォール型化学
気相成長装置の開発とカーボンナノチューブの作製", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 
(CPM)研究会, 20141024-25, 信州大学工学部 地域共同研究センター３階研修 キャンパスマップ 17
番 

373. 大島佳祐, 渡部雄太, 及川貴大, 稲葉隆哲, 宋華平, 永田知子, 橋本拓也, 高瀬浩一, 山本寛, 岩田展
幸, "CaFeOx，LaFeO3単相膜および[CaFeOx/LaFeO3]人工超格子の 成膜条件最適化と電気的磁気的特
性", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 (CPM)研究会, 20141024-25, 信州大学工学部 地域共
同研究センター３階研修 キャンパスマップ 17 番 

374. 渡部雄太, 及川貴大, 稲葉隆哲, 大島佳祐, Mark Huijben, Guus Rijnders, 橋本拓也, 高瀬浩一, 山本
寛, 岩田展幸, "SrTiO3(110)基板上における[CaBO3/ BiFe1-xMnxO3]人工超格子(B=Fe, Mn)の作製及び電
気的・磁気的性質", 第 75 回応用物理学会秋季学術講演会, 20140917-20, 北海道大学 札幌キャンパ
ス 

375. 林佑太郎, 隅田貴士, 中村拓未, 橋本浩佑, 山本寛, 岩田展幸, "YAlO3(001)基板上への r 面配向 Cr2O3

薄膜の作製", 第 75 回応用物理学会秋季学術講演会, 20140917-20, 北海道大学 札幌キャンパス 

376. 稲葉隆哲, 渡部雄太, 大島佳祐, 及川貴大, Huaping Song, 永田知子, 高瀬浩一, 橋本拓也, 山本寛, 
岩田展幸, "パルスレーザー堆積法による Bi 系ペロブスカイト酸化物薄膜の結晶構造と電気的磁気
的特性", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 (CPM)研究会, 20140904-05, 山形大学工学部百年
周年記念会館 セミナールーム 

377. 隅田貴士, 中村拓未, 林佑太郎, 橋本浩佑, 渡部雄太, 永田知子, 高瀬浩一, 山本寛, 岩田展幸, 
"Co/Pt/Cr2O3 積層膜の結晶構造解析 及び磁気特性", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 
(CPM)研究会, 20140904-05, 山形大学工学部百年周年記念会館 セミナールーム 

378. 渡部雄太, 及川貴大, 稲葉隆哲, 大島佳祐, 高瀬浩一, 橋本拓也, 山本寛, 岩田展幸, "Bi 系ペロブス
カイト型酸化物人工超格子の磁気的-電気的特性", 電子情報通信学会  電子部品・材料研究会 
(CPM)・ED・SDM 共催研究会, 20140620, 機械振興会館,東京 

379. 林佑太郎, 中村拓未, 隅田貴士, 橋本浩佑, 山本寛, 岩田展幸, "YAlO3 単結晶基板の表面処理条件の
探索と Cr2O3 薄膜の結晶成長", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 (CPM)・ED・SDM 共催研
究会, 20140620, 機械振興会館,東京 

380. 中村拓未, 林佑太郎, 隅田貴士, 橋本浩佑, 岩田展幸, 山本寛, "LiNbO3基板上における Cr2O3薄膜の
結晶成長および構造解析", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 (CPM)・ED・SDM 共催研究
会, 20140620, 機械振興会館,東京 

381. 津田悠作, 吉田圭佑, 川口大貴, 岩田展幸, 山本寛, "自由電子レーザーを照射して成長させた単層カ
ーボンナノチューブの電気特性", 電子情報通信学会 電子部品・材料研究会 (CPM)・ED・SDM 共
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492. 王春, 大島佳祐,稲葉隆哲, 渡部雄太,  宋華平, 永田知子,橋本拓也, 高瀬浩一, 山本寛, 岩田展幸, "
パルスレーザー堆積法用BiFeO3ターゲット及びBiFeO3薄膜の作製と評価", 第 58回日本大学理工学
部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

493. Takaaki Inaba, Yuta Watabe, Takahiro Oikawa, Keisuke Oshima, Chun Wang, Huaping Song, Tomoko 
Nagata, Takuya Hashimoto, Kouichi Takase, Hiroshi Yamamoto, Nobuyuki Iwata, "Crystal Structure and 
Electric/Magnetic Properties of Bi-related Perovskite Oxide thin Films Grown by Pulsed Laser Deposition 
Method", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

494. 大島佳祐, 渡部雄太, 及川貴大, 稲葉隆哲, 王春, Huaping Song, 永田知子, 橋本拓也, 高瀬浩一, 山
本寛, 岩田展幸, "CaFeOx，LaFeO3 単相膜および[CaFeOx/LaFeO3]人工超格子の 成膜条件最適化と電
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気的磁気的特性 ", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 
１号館 

495. 橋本浩佑, 隅田貴士, 中村拓未, 林佑太郎, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "強磁性金属/c 面配向 Cr2O3

積層膜の結晶構造解析及び磁気特性", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理
工学部駿河台校舎 1 号館 

496. 中村拓未, 林佑太郎, 隅田貴士, 橋本浩佑, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "c面および r面LiNbO3基板
上における Cr2O3 薄膜の結晶成長及び磁気特性", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 
日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

497. 隅田貴士, 橋本浩佑, 中村拓未, 林佑太郎, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "強磁性金属/r 面配向 Cr2O3

積層膜の結晶構造解析及び磁気特性", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理
工学部駿河台校舎 １号館 

498. 林佑太郎, 中村拓未, 隅田貴士, 橋本浩佑, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "YAlO3 基板上への r 面
Cr2O3 薄膜の作成と評価", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河
台校舎 １号館 

499. 及川貴大, 渡部雄太, 大島佳祐, 稲葉隆哲, 宋華平, 永田知子, 山本寛, 岩田展幸, "第一原理計算に
よる[(CaFeO3)m/(LaFeO3)n]超格子の結晶構造最適化及び電子・スピン状態の解析", 第 58 回日本大学
理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

500. Tomoko Nagata, Hiroshi Yamamoto and Nobuyuki Iwata, "Crystal Growth of Electronic Ferroelectric, 
YbFe2O4 Film", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号
館 

501. 星野崚, 木村諒也, 今井健太郎, 永田知子 ,岩田展幸, 山本寛, "化学気相成長法を用いて作製した単
層グラフェンの熱酸化膜付きシリコン基板への転写及び 2 層グラフェンの作製", 第 58 回日本大学
理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

502. 木村諒也, 星野崚, 今井健太郎, 永田知子 ,岩田展幸, 山本寛, "グラフェン成長に用いる金属触媒の
エッチング条件探索及び単層グラフェンの電気特性", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会 , 
20141206, 日本大学理工学部駿河台校舎 1 号館 

503. Huaping Song, Yuta Watabe, Takaaki Inaba, Takahiro Oikawa, Keisuke Oshima1, Chun Wang, Tomoko 
Nagata, Hiroshi Yamamoto, Nobuyuki Iwata, "Development of in-situ Ultraviolet/X-ray Photoelectron 
Spectroscopy System for Heterostructures and Superlattices with Pseudo-perovskite Oxides Deposited by 
Pulsed Laser Deposition", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 日本大学理工学部駿河台
校舎 １号館 

504. 岩田展幸, "ペロブスカイト系酸化物薄膜および人工超格子の電気的・磁気的特性 ～光・電気・磁
気制御による超高速応答材料実現を目指して～", 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, 20141206, 
日本大学理工学部駿河台校舎 1 号館 

505. 桑本剛, 柴山均, “原子気体ボース凝縮体への位相幾何学的量子渦生成”, 第 58 回日本大学理工学部
学術講演会予稿集, 2014 年 12 月 6 日, S1-7, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

506. 江口真未, 桑本剛, “コンパクトな 87Rb 原子ボース・アインシュタイン凝縮体生成システム構築のた
めのレーザー冷却装置の開発”, 第 58 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2014 年 12 月 6 日, O-6, 
日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

507. 吉原孝久, 柴山均, 桑本剛, “ハイブリッドトラップによる 87Rb 原子気体のボース・アインシュタイ
ン凝縮体の生成”, 第 58 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2014 年 12 月 6 日, O-7, 日本大学理
工学部駿河台キャンパス. 

508. 羽柴秀臣, “プラズモニック結合磁性薄膜材料の設計”, 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, S1-8, 
2014 年 12 月 6 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

509. 芦澤好人, “プラズモニック結合磁性薄膜材料の設計”, 第 58 回日本大学理工学部学術講演会, S1-9, 
2014 年 12 月 6 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

510. T. Sato, R. Shimizu, A. Tsukamoto, and A. Itoh, “Measurement of Magnetization Dynamics of Anti-parallelly 
Coupled GdFeCo Double Layer Flms”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7
日,C−17，日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

511. H. Yoshikawa, T. Sato, S. Kogure, A. Tsukamoto, and A. Itoh, “ULTRAFAST HEAT PULSE 
MAGNETIZATION SWITCHING NEAR COMPENSATION CONDITION IN GdFeCo”, 第 57 回日本大
学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日,C−20，日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

512. 久間丹, 高野祐太, 大貫進一郎, 塚本新, 芦澤好人, 中川活二, “複合物理シミュレーションによるマ
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イクロ波アシスト磁気記録の検討”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7
日,L−36，日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

513. 成嶌和樹, 立川 徹, 芦澤好人, 中川活二, “Cu75Co25 薄膜における表面プラズモンの磁気応答性”, 
第 57 回日本大学理工学部学術講演会, M-10, 2013 年 12 月 7 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス.

514. 髙野祐太, 大貫進一郎, 芦澤好人, 中川活二, “光直接記録に向けた局所的円偏光の検討 ―アンテナ
位置と粒子媒体内部における円偏光度の関係―”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, L-38, 2013
年 12 月 7 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

515. 竹内 嵩, 大貫進一郎, 佐甲徳栄, 芦澤好人, 中川活二, “Maxwell-Schrödinger 方程式混合数値解析法
による単一電子の状態制御シミュレーション”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, L-34, 2013 年
12 月 7 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

516. 立川 徹, 成嶌和樹, 芦澤好人, 中川活二, “Wavelength dependence on magnetic response of surface 
plasmons for non-solid solution Ag75Co25 films”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, C-19, 2013 年 12
月 7 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

517. 田村京介, 林 慶彦, 芦澤好人, 大貫進一郎, 中川活二, “Energy Concentration by Plasmonic 
Waveguide for Highly Efficiency Thermally Assisted Magnetic Recording”, 第 57 回日本大学理工学部学
術講演会, C-14, 2013 年 12 月 7 日, 日本大学理工学部駿河台キャンパス. 

518. 岸本誠也, 大貫進一郎, “高速多重極法と数値逆ラプラス変換法を用いた微小金属の過渡電磁界解
析”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日, L-33, 991-992, 日本大学理工学
部． 

519. 奥田太郎，竹内嵩，岸本誠也，大貫進一郎, “境界型積分方程式法による金属楕円体のプラズモンモ
ード解析”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日, L-35, 995-996, 日本大学
理工学部． 

520. 関口洋平, 大貫進一郎, 藤井剛, 井上修一郎, “高感度光検出器に向けたナノ細線内部における熱エ
ネルギー”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日, L-37, 999-1000, 日本大学
理工学部． 

521. 長澤和也, 竹内嵩, 奥田太郎, 大貫進一郎, “銀円柱を用いたプラズモン導波路の電磁界解析”, 第 57
回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日, L-53, 1031-1032, 日本大学理工学部． 

522. 影山雄一, 関口洋平, 竹内嵩, 大貫進一郎, “金属ストライプ近傍のエネルギー集中率の検討”, 第 57
回日本大学理工学部学術講演会予稿集, 2013 年 12 月 7 日, L-54, 1033-1034, 日本大学理工学部． 

523. 岩田展幸，山本寛，高瀬浩一，高野良紀, “マルチフェロイック人工超格子による新物性領域の開拓”, 
第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

524. Yuta Watabe, Takahiro Oikawa, Takaaki Inaba, Keisuke Oshima, Nobuyuki Iwata, Takuya Hashimoto and 
Hiroshi Yamamoto, “Fabrication and Crystal Structure of [BiMO3/CaBO3] (M=Fe, Fe1-xMnx B=Fe, Mn) 
Superlattices Grown by Pulsed Laser Deposition Method”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 
20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館" 

525. Keisuke Oshima,Yuta Watabe, Takahiro Oikawa, Takaaki Inaba, Nobuyuki Iwata, Takuya Hashimoto , 
Hiroshi Yamamoto, “Nb-SrTiO3(100)および Nb-SrTiO3(110)基板上に作製した CaBO3(B=Fe,Mn)薄膜の
成長と評価”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号
館 

526. 林佑太郎, 黒田卓司, 中村拓未, 隅田貴士, 岩田展幸, 山本寛, “YAlO3基板上における Cr2O3 薄膜の
結晶成長”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

527. 隅田貴士，黒田卓司，中村拓未，林佑太郎，岩田展幸，山本寛, “サファイア基板上における Fe2O3

薄膜の作製”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号
館 

528. 今井健太郎, 松木国治, 佐藤祥吾, 岩田展幸, 山本寛, “化学気相成長法を用いて作製したグラフェン
の熱酸化膜付きシリコン基板への転写”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学
理工学部駿河台校舎 １号館 

529. 松木国治, 今井健太郎, 佐藤祥吾, 岩田展幸, 山本寛, “グラフェン成長に用いる金属触媒箔のエッチ
ング条件探索”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １
号館 

530. Takaaki Inaba,Yuta Watabe, Takahiro Oikawa,Keisuke Oshima, Nobuyuki Iwata, Takuya Hashimoto , 
Hiroshi Yamamoto, “パルスレーザ堆積法による BiMO3(M=Fe, Fe1-xMnx)酸化物薄膜の作製と評価”, 
第 57 回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館" 
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531. 山川健一，吉田圭祐，津田悠作，相良拓実，岩田展幸，山本寛, “スパッタ法及び蒸着法を用いた特
殊形状触媒作成とそれによる単層カーボンナノチューブ成長”, 第 57 回日本大学理工学部学術講演
会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

532. Keisuke Yoshida, Takumi Sagara,Koji Ishii, Hirofumi Yajima, Nobuyuki Iwata, Hiroshi Yamamoto, “単層カ
ーボンナノチューブのカイラリティ制御の自由電子レーザー波長依存”, 第 57 回日本大学理工学部
学術講演会, 20131207, 日本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

533. Takumi Sagara, Yusaku Tsuda, Keisuke Yoshida, Koji Ishii, Nobuyuki Iwata, Hirofumi Yajima, and Hiroshi 
Yamamoto, “Simultaneous control of in-plane Orientation and Chirality of Single-Walled Carbon Nanotubes 
by Cold-Wall Chemical Vapor Deposition Method”, 第57回日本大学理工学部学術講演会, 20131207, 日
本大学理工学部駿河台校舎 １号館 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況，インターネットでの公開状況等 
 

＜既に実施しているもの＞ 

研究成果公開シンポジウム 
1. 平成 27 年度シンポジウム・研究成果報告会（一般公開） 

「超短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く新材料・物性・デバイスの探索と創生」 

日時：平成 27 年 10 月 31 日（土）10:00～17:00 
場所：日本大学理工学部船橋校舎 先端材料科学センター 
開催案内： http://www.cst.nihon-u.ac.jp/news/2015/10/06001284.html 
招待講演 2 件を含み実施，約 70 名が参加 

 
2. 平成 26 年度研究成果報告会（一般公開） 

「超短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く新材料・物性・デバイスの探索と創生」 

日時：平成 27 年 2 月 27 日（金）10:00～17:00 
場所：日本大学理工学部船橋校舎先端材料科学センター 
開催案内： http://www.cst.nihon-u.ac.jp/news/2015/02/03001158.html 
招待講演 1 件を含み実施，約 80 名が参加 

 
3. 第 11 回 日本大学理工学部 理工学研究所講演会（一般公開） 

「超短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く新材料・物性・デバイスの探索と創生」 

日時：平成 26 年 12 月 6 日（土）13:30～16：00 
場所：駿河台校舎 1 号館 2 階 121 会議室（大） 
開催案内： http://www.cst.nihon-u.ac.jp/news/2014/12/03001125.html 
参加発表 9 件，約 50 名参加 

 
若手育成研究フォーラム 

主として材料科学に関する研究を行う学部生・大学院生を対象とし，学科，専攻横断若手

研究フォーラムを実施している。基盤となるフォーラムは，本私立大学戦略的研究基盤形成

支援事業の中心的活動拠点である日本大学理工学研究所先端材料科学センターにて推進

しており，本領域横断型プロジェクトと共催し，更なる多様性，他分野研究者による指導，研

究交流促進を図った。共催後の実施形態として，発表学生によるショートプレゼンテーション

およびポスター発表に加え，学内外研究者による特別講演を実施し，また学内教員・研究員

20 名程度に加え，外部機関より 4 名程度の教授・研究者らを招待し，主にポスター講演での

質疑と優秀発表賞の選定を行っている。日本大学理工学部船橋校舎にて開催。 
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4. 第２５回材料科学に関する若手フォーラム 
日 時： 2016 年 2 月 6 日（土）9 時 30 分 〜17 時 00 分 
発表 36 件，参加 106 名，外部機関より教授・研究員招待 4 名，8 名に優秀発表賞授与 

 
5. 第２４回材料科学に関する若手フォーラム 

日 時： 2015 年 2 月 14 日（土）9 時 30 分 〜17 時 00 分 
発表 38 件，参加 90 名，外部機関より教授・研究員招待 5 名，9 名に優秀発表賞授与 

 
6. 第２３回材料科学に関する若手フォーラム 

日 時： 2014 年 2 月 15 日（土）9 時 30 分 〜17 時 00 分 
発表 44 件，参加 93 名，外部機関より教授・研究員招待 4 名，11 名に優秀発表賞授与 

 
＜これから実施する予定のもの＞ 
7. 超短時間光物質相互作用国際ワークショップ（仮題） 

International workshop of ultrafast photo-induced phenomena and applications（仮題） 
日程：平成 28 年 11 月 11 日（金），12 日（土），2 日間開催 
場所：駿河台校舎 1 号館 6 階 CST ホール 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

 

プラズモンアンテナを用いたナノスケール領域への集光による電界増強効果とエネルギー

局所化に係る成果・検討スキームは，次世代高密度磁気記録方式として検討が進む熱アシ

スト磁気記録用ヘッドへの応用・活用が期待され，磁気記録分野の研究開発を進めている企

業との共同研究により，近接場光学系を組み入れた磁気ヘッドの設計を進めている。 
 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

実用化への展望が弱いので留意する事。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

本プロジェクトの研究展望の核として，光を利用した超高速高密度情報記録技術の創成を

掲げているが，選定時留意事項にて指摘された“実用化への展望”につき，特に実用化に向

けた役割と強い連携研究が要求されるワークパッケージ（WP）を担当する塚本，中川，大貫

の３名が中心となり，計画研究推進と平行し，主として選定後 2 年目上半期半年に渡り具体

的充足度評価と，研究戦略の再検討を実施した。 
具体的には，超短パルス光照射のみで超高速磁化反転可能な全光型磁化反転現象（塚

本），光の回折限界を超えて記録可能なプラズモンアンテナの作成と実証実験（中川），超高

速・超高密度磁気記録方式の実現に向けた磁気記録用アンテナの原理，設計，シミュレーシ

ョン検証（大貫）等につき，連携検討を行うとともに，実用化研究計画策定のアドバイザリとし

て，３次元光磁気記録に関する産学連携 NEDO プロジェクト・リーダーを務めた経験を有する

伊藤彰義日本大学名誉教授に総合的助言も求め，実用化への研究展望を，「記録速度を現

行の 1 万倍に高める可能性を示す超短パルス光を用いた新規超高速化技術と，プラズモン
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アンテナを用いた高密度化技術を融合した，革新的な次世代磁気記録システムの提案」とし

て具体化し，電子情報通信学会誌の解説記事（掲載は平成 27 年 2 月号，塚本新，大貫進一

郎，中川活二，伊藤彰義 pp. 138-143）へ“次世代超高速・超高密度磁気記録への挑戦”とし

て発表している。 
また，上記公表時点において，本拠点に構築した連携環境にて，超短パルス光をプラズモ

ンアンテナ利用により集約し，熱磁気的効果による数十 nm スケールの極微小磁区の記録実

験にまで成功していたが，上記提案の実現性を実証するには，さらに全光型磁化反転現象

の発現も可能である事を示す必要があり，多角的検討の後に改めて難易度の高い課題とし

て認識された。これには，アンテナ構造下部に配置する磁性体内部のナノメートルスケール

での磁化状態観察が，超短パルス光との連携とともに必要であり，世界的に実例の無い困

難な計測である。本計測については，平行して海外共同研究機関とともに進めてきた，米国

スタンフォード大学が運営する SLAC 国立加速器研究所での超短パルス X 線共鳴ホログラ

ムを利用した記録実験により検討した。本拠点にて作成・基礎計測検討を実施した試料（従

来型光磁気記録用実用材料として実績あり）に対し，プラズモンアンテナを介し超短パルス

光を 500fs 照射するのみで，約 50nm の極微小磁区が全光型磁化反転現象により記録可能

である事が実証され，平成 27 年 8 月 Nano Letters 誌（Vol. 15, 10, pp. 6862-6868 (2015)）にて

発表している。本検討により，本プロジェクトにおいて提案した実用化技術へ向け大きなブレ

イクスルーが得られたものといえる。 
また，上記検討からは，磁性材料のナノスケールでの不均一性が重要な役割を担うことも

明らかとなり，本プロジェクトの大きなテーマである超短時間光物質相互作用の探索の重要

性を示すとともに，比較的大型である現有の超短パルスレーザーシステムの抜本的小型化

検討が実用上の大きな課題であり，本観点についても本事業における検討課題と設定し，平

成 27 年度より新規に学内連携研究を開始している。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

H7年度 14 45 0 0

物理実験B棟 27 12 0 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

受託
研究等

装 置

法人番号 131075

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
支出額 法　人

負　担
私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

平
成
2
7
年
度

研究費

設 備

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

27,474

22,450

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

先端材料科学センター

研究室等数 使用者数研究施設面積

44,900

294,714

10,150

7,463 3,732 3,731

3,440 6,710

22,450

9,158 18,316

18,474 18,473

147,358 147,356

36,947

0

44,656 44,654

12,598

294,714

37,624

89,310

421,648

1,261㎡

1,672㎡H13年度

25,026

補助金額整備年度

0 0204,612 217,036 0

147,356

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

147,358

0

S1311020

補助主体

50



（様式1）

法人番号 131075
プロジェクト番号 S1311020

（千円）

日本カンタム・ h

VSM-KW

VGシエンタ社製 h

h

h

h

h

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

エリオニクス社製

磁気特性測定装置 デザイン社製

東陽テクニカ社製
CRX-VF/8340

磁気光学実験用無冷
媒超電導マグネットシ
ステム

真空温度可変プロー
バー（環境可変任意形
状微細試料特性評価
システム）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

年　　　度

計

25

（研究設備）

整備年度

H26年度

スピン偏極光電子分光
装置

通信運搬費

0

研究支援推進経費

4,665
光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出

1,533
423

教育研究経費支出

印刷製本費

（情報処理関係設備）

（　　雑　　費　　）
報酬・委託料

0

小  科  目

（兼務職員）

旅費交通費

事業経費 補助金額

86,625

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

21,000

図　　　　書

53

1,200 43,312

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

H25年度

1

無冷媒型SQUID-VSM

H25年度

R4000-spin

ELS-7500EX
電子線描画装置

42,000

40,225

H25年度

MPMS SQUID 

H25年度

1

1

1

12,000

700

1,100

85,639 42,819

80,450

18,31627,4741 200

6,710クラスター計算機 H25年度 9,700 10,1501HPCシステムズ社

製HPC5000

支　出　額

研究用器具，実験材料

該当なし

国内旅費，海外旅費
研究装置移設・調整

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

研究用器具，実験材料等

主　な　使　途 金　　額

4,665

6,674

0

学会発表
1,533

0
423

業務委託

計

計

研究補助

0
389

400

389

400
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

光学テーブル

学内1人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
400

0
0

0

389

研究用機器
0

389

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

国内学会

積　　算　　内　　訳

6,674

0

補助主体

私学助成

オックスフォード・
インストゥルメンツ
社製
SpectromagPT
CFSM7T-1.5

学会参加費 53

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

0
400

月額80,000円，5か月，学内1人

0

0

0
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  平成 年度

  平成 年度

1,890（　修繕費　 ） 1,890

計 20,640 20,640 学内4人，学外1人，外国3人

月額350,000円，12か月，学外1人，外国3人

研究支援推進経費 0
ポスト・ドクター 16,800 研究補助 16,800

図　　　　書 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,840 研究補助 3,840 月額80,000円，12か月，学内4人

計 3,587 3,587

教育研究用機器備品 3,587 研究用機器 3,587 ターボ分子ポンプ，ターボ分子ポンプ排気セット等

教育研究経費支出 0 0
計 742 742

人件費支出 742 研究補助 742 時給950円，年間時間数630時間，実人数1人

（兼務職員） 交通費を含む

計 11,978 11,978
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 51 講演謝礼 51 成果報告会招待講演謝礼

（　雑　　費　） 626 学会参加費 626 国内外学会参加費

印刷製本費 250 資料印刷代 250 研究成果報告書印刷

旅費交通費 3,185 学会発表，研究旅費 3,185 国内旅費（福岡等），海外旅費（ロシア，マレーシア等）

光　熱　水　費 0 0
通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,976 研究用器具，実験材料 5,976 研究用器具，実験材料，ソフトウェア等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 12,240 12,240 学内4人，外国3人

年　　　度 27

ポスト・ドクター 8,400 研究補助 8,400 月額350,000円，12か月☓外国1人，6か月☓外国2人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 3,840 研究補助 3,840 月額80,000円，12か月，学内4人

図　　　　書 0 0
計 23,631 23,631

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 23,631 研究用機器 23,631 ツインアノードX線源，弱酸性光学除振台等

教育研究経費支出 0 0
計 283 283

人件費支出 283 研究補助 283 時給900円，年間時間数280時間，実人数1人

（兼務職員） 交通費を含む

計 8,746 8,746
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 25 講演謝礼 25 成果報告会招待講演謝礼

（　　雑　　費　　） 421 学会参加費 421 国内外学会参加費

印刷製本費 250 資料印刷代 250 研究成果報告書印刷

旅費交通費 2,506 学会発表，研究旅費 2,506 国内旅費（大阪等），海外旅費（ロシア，オランダ等）

光　熱　水　費 0 0
通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,544 研究用器具，実験材料 5,544 研究用器具，実験材料，ソフトウェア等

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
0

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究機器修繕 電子線描画装置部品交換

52


